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2月号曲千

今月の主な紙面

新春恒例の元旦マラソンが、更埴会場と戸倉会場の２
か所で開催されました。この日、家族連れや仲間同士
で走り初めを楽しむ姿が多く見られ、参加者501人は
新年の爽やかな汗を流していました。

今月の表紙

市政トピックス（ゾーン30地区の指定など）
新幹線新駅設置要望書に対する
　　　　　　ＪＲの回答と専門家の意見
市県民税・所得税の申告相談
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市政トピックス

自動車などの最高速度を時速30km に規制

屋代地区の一部を

「ゾーン３０」地区に指定

■問い合わせ先　

　更埴庁舎・生活安全課（内線5520）

「
ゾ
ー
ン
30
」
と
は

生
活
道
路
で
の
歩
行
者
な
ど
の

安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
警
察
庁
が
全
国
的

に
設
置
を
促
進
し
て
い
る
交
通
安

全
施
策
で
す
。区
域（
ゾ
ー
ン
）内

の
自
動
車
な
ど
の
最
高
速
度
を
時

速
30
㌔
に
規
制
し
、
速
度
抑
制
や
、

抜
け
道
と
し
て
通
行
す
る
行
為
の

抑
制
を
図
り
ま
す
。

屋
代
地
区
の
一
部
を
指
定

屋
代
地
区
の
県
道
白
石
千
曲

線
・
国
道
４
０
３
号
・
国
道
18
号

で
囲
ま
れ
た
区
域
が「
ゾ
ー
ン
30
」

地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た（
図
１
）。

こ
の
区
域
は
、小
学
校
、高
校
な

ど
が
あ
る
た
め
歩
行
者
が
多
数
通

行
し
、
国
道
18
号
を
は
じ
め
と
す

る
周
辺
道
路
は
非
常
に
交
通
量
が

多
い
地
区
で
す
。さ
ら
に
、
抜
け
道

と
し
て
進
入
し
て
く
る
車
両
も
多

く
重
大
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
。こ
の
区
域
を「
ゾ
ー

ン
30
」に
指
定
す
る
こ
と
で
、
地
区

全
体
の
交
通
事
故
防
止
と
交
通
弱

者
の
保
護
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
内
で
は
、
平
成
25
年
度
に
指

定
さ
れ
た
埴
生
地
区（
図
２
）、
戸

倉
地
区（
図
３
）に
続
き
、３
か
所

目
の
指
定
に
な
り
ま
す
。

▲ゾーン30地区の入口には路面表示、道路標識を設置

農家のお手伝いをしてみませんか

アグリサポーターを募集

■申込・問い合わせ先　

　上山田庁舎・千曲市営農支援センター
　（農林課内、内線7271）

千
曲
市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
が

仲
介
役
と
な
り
、
市
内
農
家
の
繁

忙
期
に
お
手
伝
い
を
す
る
ア
グ
リ

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
農
作
業
が
で
き
る

健
康
な
人（
農
業
未
経
験
・
子

育
て
中
の
人
で
も
可
能
で
す
）

■
作
業
内
容　
り
ん
ご
の
摘
果
・

葉
つ
み
・
収
穫
、
ぶ
ど
う
の
収

穫
に
向
け
た
作
業

■
作
業
期
間　
農
家
か
ら
作
業
依

頼
の
あ
っ
た
日（
４
～
７
月
、９

～
12
月
の
予
定
）

■
作
業
時
間　
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時（
午
前
９
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
な
ど
、
相
談
に

応
じ
ま
す
）

■
作
業
場
所　
市
内

■
賃
金　
時
給
８
１
０
円

■
申
込
方
法　
上
山
田
庁
舎
農
林

課
に
あ
る「
申
込
用
紙
」に
よ

り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

市民と行政による協働のまちづくり

千曲市協働のシンボルマークが

決定

■問い合わせ先　

　更埴庁舎・総合政策課（内線5314）

市
が
推
進
し
て
い
る「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
、
市
民
に

興
味
・
関
心
を
一
層
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
用
す
る

協
働
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
全
国
各
地
か
ら
20

作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ち
く
ま
未

来
コ
ラ
ボ
カ
フ
ェ
」に
よ
る
一
次
選

考
と
、
市
民
活
動
団
体
交
流
サ
イ

ト「
み
ん
な
の
街
ま
ち
サ
イ
ト
」登

録
団
体
の
投
票
に
よ
る
最
終
選
考

に
よ
り
、
工
藤
和
久
さ
ん（
青
森
県

弘
前
市
在
住
）の
作
品
が
最
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
、
千
曲
市
協
働
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
採
用
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
、
協
働
事
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
で
広
く
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

このシンボルマークは、千曲市
の「ち」の文字を基調に、協働で元
気に躍動し、笑顔のまちづくりを
する市民の姿で「千曲市の協働」
を表現しています。

最優秀作品

工藤 和久さん（青森県）

屋代駅

屋代小学校

屋代南高校

屋代公民館

千曲郵便局

千曲警察署

国
道
18
号

杭瀬下
屋代駅前

横町

粟佐

▲りんごの収穫の様子

杭瀬下保育園

国
道
18
号

更埴文化会館

ベイシア
更埴店

新田伊勢社

国
道
18
号

戸倉小学校

戸倉庁舎

戸倉創造館

図３ 戸倉地区のゾーン30 図２ 埴生地区のゾーン30

図１ 屋代地区のゾーン30

整備前年度 整備翌年度
【出典】　警察庁交通局「ゾーン30」の推進状況について

1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

「ゾーン30」の整備前後における交通事故発生件数の比較　
　　　　（平成27年度末までに整備した全国2,490か所）

5,414

4,144
23.5％減

18.6％減

2,587
2,107

交通事故
発生件数全体

うち対歩行者・
自転車事故

【平成28年度活動実績】

■アグリサポーター登録者

　約25人
　子育て世代のママも活躍中
■依頼農家

　約60件
■作業時間

　延べ17,242時間（年間）

（件）

＊図1～3の区域の外周に当たる道路は規制の対象にはなりません
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新幹線新駅設置要望書に対する

ＪＲの回答と専門家の意見
昨年の市議会12月定例会の初日に岡田市長は「新幹線新駅誘致運動に区切り」を表明しまし

た。今月号では、新駅設置の要望に対するＪＲ東日本の回答（要約）と、その回答について専門

家の意見を紹介します。

■問い合わせ先　更埴庁舎・新幹線対策室（内線5321）

浅野 光行　教授

法政大学デザイン工学
部 都市環境デザイン工
学科 教授、工学博士

宮下 清栄　教授鉄道建設 ･ 運輸施設

整備支援機構

（鉄道運輸機構）

東京支社 長野技術部

家田 仁　教授

政策研究大学院大学教
授、東京大学名誉教授、
工学博士

早稲田大学名誉教授、工
学博士

現
状
の
線
路
の
構
造
は
、勾
配
は

水
平
、
曲
線
半
径
は
４
０
０
０
㍍
、

及
び
カ
ン
ト
は
２
０
０
㍉
で
す
。

国
土
交
通
省
鉄
道
局
が
監
修
す

る
、「
解
説 

鉄
道
に
関
す
る
技
術
基

準（
土
木
編
）」で
は
、
停
止
時
の
車

体
傾
斜
に
伴
う
乗
り
心
地
か
ら
み

た
最
大
カ
ン
ト
量
よ
り
、
停
止
時
の

車
体
傾
斜
に
伴
う
不
快
感
に
つ
い

て
、
模
擬
車
両
を
用
い
た
体
感
評
価

実
験
を
行
な
う
こ
と
で
定
量
的
評

価
を
行
な
っ
て
お
り
、
体
感
評
価
実

験
か
ら
得
ら
れ
た
不
快
感
の
程
度

を
示
す
評
定
値
が
、
カ
ン
ト
２
０
０

㍉
の
場
合
は「
不
快
で
あ
る
」と「
許

容
で
き
な
い
」の
境
界
付
近
に
相
当

し
、
乗
降
の
際
お
客
さ
ま
が
転
倒
す

る
危
険
が
あ
る
傾
き
で
す
。

当
社
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
場

所
に
定
期
的
に
列
車
を
止
め
る
こ

と
は
、
お
客
さ
ま
の
安
全
上
及
び
サ

ー
ビ
ス
上
困
難
で
す
。

【
Ａ
案
】
五

里
ヶ
峯

ト
ン
ネ

ル
坑
口
付
近
に
つ
い
て

カ
ン
ト
２
０
０
㍉
区
間
で
列
車

が
停
車
す
る
と
、
乗
客
は
傾
い
た

車
両
で
発
車
ま
で
耐
え
る
必
要
が

あ
り
、
乗
り
心
地
の
面
か
ら
望
ま

し
く
な
い
。
停
車
時
や
低
速
走
行

時
に
は
車
両
の
転
覆
の
危
険
性
が

高
ま
る
た
め
、
車
両
の
安
全
面
に

お
い
て
も
緊
急
停
車
時
を
除
き
、

カ
ン
ト
２
０
０
㍉
の
区
間
で
停
車

す
る
の
は
、
極
力
避
け
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。
旅
客
サ
ー
ビ
ス
、
安

Ｊ
Ｒ
回
答
要
旨

浅野 
教授

国
土
交
通
省
監
修
の
技
術
基
準

解
説
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

大
き
な
カ
ン
ト
の
つ
け
ら
れ
て

い
る
区
間
に
駅
ホ
ー
ム
を
設
け
る

こ
と
は
、
乗
客
の
乗
降
や
歩
行
上

避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

家田 
教授

宮下 
教授

駅
部
の
カ
ン
ト
量
に
つ
い
て

は
、
国
土
交
通
省
監
修
の「
解
説 

鉄
道
に
関
す
る
技
術
基
準（
土
木

編
）」に
あ
る「
停
止
時
の
車
体
傾

斜
に
伴
う
乗
り
心
地
か
ら
み
た
最

大
カ
ン
ト
量
」に
書
か
れ
て
い
る

こ
と
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と

考
え
る
。

Ｊ
Ｒ
回
答
で「
カ
ン
ト
２
０
０

㍉
は
乗
降
の
際
お
客
様
が
転
倒

す
る
危
険
の
あ
る
傾
き
」と
し
て

鉄道運輸
機構 

専
門
家
意
見

現
状
の
線
路
の
構
造
で
は
、
お

客
さ
ま
の
安
全
上
及
び
サ
ー

ビ
ス
上
駅
設
置
は
困
難
で
す

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
解
説 

鉄
道
に
関
す
る
技
術
基
準（
土
木

編
）」に
よ
れ
ば
カ
ン
ト
２
０
０

㍉
は
約
８
度
の
傾
き
で
、
不
快
と

許
容
で
き
な
い
の
真
ん
中
ぐ
ら
い

で
あ
る
た
め
、
転
倒
の
可
能
性
が

高
く
な
る
と
考
え
る
が
、
営
業
主

体（
Ｊ
Ｒ
）の
判
断
と
な
る
も
の

と
考
え
る
。

整
備
新
幹
線（
＊
）で
の
駅
部

の
最
大
カ
ン
ト
量
は
、
北
陸
新
幹

線
の
安
中
榛
名
駅
と
、
九
州
新

幹
線
の
出
水
駅
で
、
カ
ン
ト
は

１
４
０
㍉
。

＊
整
備
新
幹
線
は
、
北
海
道
、
東
北

（
盛
岡
以
北
）、
北
陸
、
九
州（
鹿

児
島
ル
ー
ト
、
長
崎
ル
ー
ト
）の

５
路
線

【カント】

レール曲線部における内
外レールの高さの差。カー
ブを走る列車は、遠心力に
よってカーブの外側に押
される。遠心力の影響を少
なくするため、カーブ外側
のレールを内側よりも高く
する。

Ａ案

意見をお聞きした専門家の皆さん

カント

車体
新幹線新駅の候補地としていた場所

更埴
ＩＣ

更埴
ＪＣＴ

姨捨
ＳＡ

し
な
の
鉄
道

北
陸
新
幹
線

長
野
自
動
車
道

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線

千
曲
川

18

Ｂ案

全
性
の
低
下
は
重
要
な
懸
念
事
項

と
考
え
る
。

上
信
越
自
動
車
道
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２
面
４
線
化
で
五
里
ヶ
峯
ト
ン

ネ
ル
内
の
直
線
部
分
に
分
岐
器
を

設
置
す
る
場
合
、
ト
ン
ネ
ル
内
の

分
岐
は
物
理
的
に
は
可
能
で
あ
る

が
、
費
用
、工
期
、工
事
期
間
中
の

列
車
運
行（
速
度
制
限
）を
考
え
る

と
現
実
的
で
は
な
い
。

分
岐
を
す
る
場
合
、
半
分
く
ら

鉄道運輸
機構 

い
ト
ン
ネ
ル
を
拡
幅
す
る
必
要
が

あ
り
、
帰
っ
て
く
る
方
も
あ
る
の

で
両
側
に
な
る
。
ト
ン
ネ
ル
に
ト

ン
ネ
ル
を
付
け
る
、
既
存
の
ト
ン

ネ
ル
の
壁
に
穴
を
開
け
て
抜
く
時

は
、
ト
ン
ネ
ル
が
潰
れ
る
の
を
防

ぐ
た
め
の
対
策
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、１
日
に
何

セ
ン
チ
進
む
か
わ
か
ら
な
い
、
そ

ん
な
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
工
期
は
想

定
が
で
き
な
い
。そ
の
間
も
営
業

を
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
、
夜
間
工
事
に
な
り
、
そ
う
考

え
る
と
現
実
的
で
は
な
い
。

カ
ン
ト
低
減
工
事
は
、
一
般
的

に
は
本
体
構
造
物（
橋
梁
、ト
ン
ネ

ル
な
ど
）の
改
築
、
新
設
に
比
べ
、

工
期
、
費
用
で
若
干
有
利
と
考
え

る
が
、
速
度
制
限
に
よ
る
速
達
性

の
低
下
や
安
全
運
航
に
対
す
る
リ

ス
ク
な
ど
を
考
慮
し
て
、
営
業
主

体（
Ｊ
Ｒ
）が
判
断
さ
れ
る
も
の
と

考
え
る
。

本
線
移
設
の
場
合
、
新
た
に
ト

ン
ネ
ル
を
開
け
る
必
要
が
あ
る

が
、
五
里
ヶ
峯
ト
ン
ネ
ル（
15
・
２

㌔
）建
設
当
時
の
工
事
費（
軌
道
、

電
気
設
備
の
費
用
を
含
む
）は
１

㌔
当
た
り
約
35
億
円
で
あ
っ
た
。

な
お
、
金
額
は
以
下
の
条
件
で

算
出
し
た
も
の
。

①
五
里
ヶ
峯
ト
ン
ネ
ル
建
設
当
時

浅野 
教授

対
応
策
を
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
相
談
し
、
建
設
費
や
工
事

期
間
な
ど
を
算
出
し
て
み
る
の
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。

対
応
策
の
工
事
中
は
北
陸
新
幹

線
全
体
に
影
響（
速
度
制
限
）が

出
て
し
ま
う
し
、
カ
ン
ト
を
落
と

せ
ば
工
事
後
も
速
達
列
車
な
ど
が

通
過
す
る
際
に
最
高
速
度
が
出
せ

な
い
の
で
、
列
車
運
行
全
体
に
影

響
が
出
て
し
ま
う
こ
と
は
懸
念
材

料
で
あ
る
。

専
門
家
意
見

２
面
４
線
化
工
事
や
本
線
移
設

工
事
は
現
実
に
は
難
し
い
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
カ
ン
ト
低
減
工
事

を
検
討
し
て
み
る
こ
と
が
最
良
で

は
な
い
か
。
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

カ
ン
ト
を
緩
く
す
る
こ
と
も
物

理
的
に
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
も
工
事
が
必
要
で
、
ま
た
列
車

の
高
速
走
行
上
、
乗
客
の
乗
り
心

地
悪
化
の
可
能
性
も
あ
る
。

家田 
教授

宮下 
教授

新
駅
設
置
要
望
箇
所（
Ｂ
案
）

は
勾
配
が
、１
０
０
０
分
の
10
か

ら
１
０
０
０
分
の
３
で
あ
り
、
そ

の
一
部
が
１
０
０
０
分
の
３
を
超

え
る
た
め
、
技
術
基
準
か
ら
駅
設

置
は
不
適
で
す
。

【
Ｂ
案
】
更
埴
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
回
答
要
旨

技
術
基
準
に
よ
り
駅
設
置
は

不
適
で
す

浅野 
教授

新
省
令
に
な
っ
た
時
に
数
値
基

準
か
ら
性
能
基
準
に
変
わ
っ
た
。

鉄
道
事
業
者
が
実
施
基
準
を
定
め

て
判
断
す
る
の
で
、
鉄
道
事
業
者

の
定
め
た
基
準
１
０
０
０
分
の
３

を
超
え
て
い
る
箇
所
に
駅
建
設
は

困
難
で
は
な
い
か
。

専
門
家
意
見

１
０
０
０
分
の
10
と
い
う
箇
所

に
駅
を
造
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き

と
考
え
る
。

家田 
教授

機
構
が
国
土
交
通
省
へ
提
出
し

て
い
る
新
幹
線
鉄
道
実
施
基
準
で

も
停
止
区
域
の
勾
配
は
１
０
０
０

分
の
３
以
下
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

Ｂ
案
に
駅
を
造
る
こ
と
は
ル
ー
ル

上
不
可
能
。

鉄道運輸
機構 

基
準
値
を
超
え
る
箇
所
へ
の
新

駅
設
置
は
避
け
る
べ
き
と
考
え
る
。

宮下 
教授

■
事
業
費
の
規
模
感

駅
舎
建
設
と
カ
ン
ト
量
低
減
の

工
事
費
は
、
過
去
の
同
規
模
も
し

く
は
類
似
条
件
を
基
に
試
算
す
る

と
、
約
２
５
０
億
か
ら
３
５
０
億

円
規
模
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

工
事
期
間
は
10
年
か
ら
15
年
程
度

カ
ン
ト
量
低
減
工
事
は
、
新
幹

線
を
営
業
し
な
が
ら
の
施
工
と
な

る
こ
と
か
ら
、
10
年
か
ら
15
年
間

千
曲
市
へ
の
駅
設
置
に
係
る
事
業
費
な
ど
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
資
料
要
旨

事
業
費
は
約
２
５
０
億
か
ら

３
５
０
億
円

■
事
業
に
よ
る
列
車
運
行
へ

の
影
響
な
ど

①
２
面
４
線
化
工
事
の
実
施

既
設
線
路
に
新
た
に
線
路
を
追

加
す
る
た
め
に
は「
分
岐
器
」を
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の

場
合
、
上
田
方
面
は
五
里
ヶ
峯
ト

ン
ネ
ル
内
と
な
り
、ト
ン
ネ
ル
内
で

の
分
岐
は
困
難
で
す
の
で
、２
面
４

線
化
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
カ
ン
ト
量
低
減
工
事
の
実
施

営
業
線
内
で
の
工
事
は
、
長
期

間
の
工
事
が
想
定
さ
れ
ま
す
。工

事
期
間
中
は
全
列
車
で
徐
行
が
必

要
と
な
り
、
北
陸
新
幹
線
全
体
の

列
車
運
行
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
本
線
移
設
工
事
の
実
施

千
曲
市
域
は
曲
線
区
間
が
連
続

す
る
線
形
の
た
め
、
工
事
範
囲
は

長
野
市
か
ら
上
田
市
に
及
ぶ
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
新
ト
ン
ネ
ル

建
設
工
事
を
含
め
、
長
距
離
の
線

路
の
移
設
が
必
要
と
な
り
莫
大
な

工
事
費
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

【
Ａ
案
】
お
客
さ
ま
の
安
全

上
及
び
サ
ー
ビ
ス
上
駅
設
置

を
可
能
と
す
る
対
応
策

Ｊ
Ｒ
回
答
要
旨

程
度
の
長
期
間（
全
工
事
期
間
）に

わ
た
る
全
列
車
の
徐
行
が
必
要
と

な
り
、
当
該
区
間
で
全
列
車
の
所

要
時
間
が
数
分
程
度
延
び
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
当
該
区
間
の
軌
道
構
造

は
ス
ラ
ブ
軌
道（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
）で
あ
り
、
同
規
模
の
カ
ン
ト

量
低
減
工
事
は
、
過
去
に
施
工
実

績
が
無
い
こ
と
か
ら
、
実
施
工
に

あ
た
っ
て
は
安
全
性
や
施
工
法
な

ど
に
十
分
な
検
証
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

●
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
過
去

の
実
績
や
経
験
、
類
似
の
事
例
を

も
と
に
推
量
し
た
も
の
で
す
。

1,000m

3m

【勾配】

列車進行方向の線路の傾斜を示す数値
下図は1,000分の3の勾配

の
工
事
費
で
あ
る
。

②
工
事
費
は
20
年
以
上
前
の
実
績

で
あ
り
、
デ
フ
レ
ー
タ
ー（
＊
）

を
考
慮
し
て
い
な
い
。

＊
建
設
工
事
に
係
る
名
目
工
事
費
を

基
準
年
度
の
実
質
額
に
変
換
す
る

物
価
指
数

③
新
幹
線
複
線
断
面
の
ト
ン
ネ
ル

を
一
つ
の
坑
口
で
お
お
む
ね
３

㌔
の
延
長
を
施
工
し
た
工
事
費

で
あ
る
。

④
営
業
線
近
接
施
工
の
工
事
費
に

は
適
用
で
き
な
い
。

新
幹
線
営
業
後
の
カ
ン
ト
低
減

工
事
、
本
線
移
設
工
事
、
そ
し
て

カ
ー
ブ
区
間
で
ト
ン
ネ
ル
内
分
岐

を
伴
う
２
面
４
線
化
工
事
の
実
績

は
無
く
、
工
事
費
な
ど
も
見
当
が

つ
か
な
い
。

プラットホーム（乗降場）

通過線

待避線

【２面４線化】

通過線

待避線

プラットホーム（乗降場）

＊図に示した勾配はイメージです
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申
告
相
談
の
日
程
な
ど

■
相
談
期
間
　
２
月
16
日（
金
）～
３

月
15
日（
木
）

■
相
談
時
間　
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
相
談
終
了
時

■
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時

＊
会
場
は
午
前
８
時
20
分
に
開
錠
し

ま
す
。

■
受
付
方
法

①
会
場
の
入
口
に
あ
る
受
付
簿
に
名

前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。「
申
告

相
談
受
付
票
」を
配
布
し
ま
す
。

②
相
談
は
受
付
順
で
す
。呼
び
出
し

た
と
き
に
不
在
の
場
合
、
ま
た
は

相
談
内
容
に
よ
り
、
順
番
が
前
後

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
に
必
要
な
も
の

①
番
号
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
票

の
写
し
な
ど
）

②
身
元
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

＊
扶
養
控
除
対
象
者
や
専
従
者
な
ど

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
も
必
要

で
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確

認
で
き
る
書
類
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
控
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

市県民税･所得税

③
税
務
署
か
ら
届
い
た「
確
定
申
告

の
お
知
ら
せ
の
は
が
き
」（
届
い
た

人
）

④
印
鑑

⑤
本
人
名
義
の
通
帳
ま
た
は
銀
行
名

と
口
座
番
号
の
メ
モ（
還
付
申
告
）

⑥
給
与
、
年
金
、
報
酬
な
ど
の
源
泉

徴
収
票
の
原
本

＊
手
元
に
な
い
場
合
は
、
支
払
者
か

ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑦
控
除
の
対
象
と
な
る「
支
払
証
明

書
」「
領
収
書
」

＊
社
会
保
険
料
控
除（
国
民
健
康
保

険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
）額
は
、
納
税
者

あ
て
に
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
各

庁
舎
税
務
担
当
課
窓
口（
更
埴
庁

舎
税
務
課
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山
田

庁
舎
の
市
民
窓
口
課
）で
も
、証
明

書
の
発
行
を
行
な
い
ま
す
。

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

　
「
平
成
29
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
の
領
収
書
」「
生
命
保
険
、
高
額

療
養
費
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
が
わ
か
る
書
類
」「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」

▼
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

に
よ
る
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

　
「
平
成
29
年
中
に
薬
局
な
ど
で
購

入
し
た
医
薬
品
の
領
収
書
」「
健

康
保
持
増
進
及
び
疾
病
予
防
の
た

め
の
一
定
の
取
組
み
を
行
な
っ
た

税の申告相談
相談期間は２月16日（金）から３月15日（木）まで

◎市県民税の申告は

更埴庁舎・税務課

℡026-273-1111（内線5241・5244）

◎所得税の申告、ｅ－Ｔａｘは

上田税務署

℡0268-22-1234（自動音声案内）

所得や税額の計算方法が分からない人で市の申告相談を希望する場合は、申告相談日程表を確認のうえ、指定され
た日に来場してください。

「平成30年度市県民税」・「平成29年分所得税」申告相談日程表

更埴地区

期日 区名 会場

２
月

16 金 桑原東、桑原中、桑原西、大田原

更
埴
庁
舎 

３
階 

講
堂

19 月 大池、姨捨、代、上町、小坂、佐野
20 火 志川、北堀、峯
21 水 中原、郡、森下、新宿、辻
22 木 上八日町、治田町、元町
23 金 荒町、中町、本八日町
26 月 森東
27 火 森西
28 水 倉科

３
月

1 木 土口、生萱
2 金 雨宮
5 月 屋代第１区、屋代第３区
6 火 屋代第２区、屋代第４区
7 水 屋代第５区、屋代第６区
8 木 寂蒔、鋳物師屋
9 金 桜堂、小島
12 月 打沢、杭瀬下
13 火 中、新田
14 水 指定日に相談できなかった人15 木

戸倉・上山田地区

期日 区・自治会・常会名 会場

２
月

16 金 力石

戸
倉
庁
舎 

４
階 

会
議
室
３

19 月 三本木
20 火 上山田温泉（１区～11区）
21 水 新山、漆原
22 木 八坂、中央
23 金 城腰
26 月 若宮、芝原
27 火 仙石、羽尾第四区、羽尾第五区
28 水 須坂、黒彦、柏王、戸倉温泉

３
月

1 木 上徳間
2 金 内川
5 月 千本柳、小船山
6 火 磯部、福井
7 水 新戸倉温泉、上町
8 木 上中町
9 金 中町、今井町
12 月

指定日に相談できなかった人13 火
14 水
15 木

所
得
税
の
確
定
申
告
は

「
e-

Ｔ

ａ

ｘ
」
が

便

利

e-

Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）は
、
自
宅
や
会
社

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
・
届

出
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

＊
詳
細
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類（
領

収
書
、
結
果
通
知
な
ど
）」「
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明

細
書
」

＊「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」「
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明

細
書
」は
、
税
務
担
当
課
窓
口
や

税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
両
方
の
医
療
費
控
除
を

同
時
に
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
営
業
所
得
、
農
業
所
得
、
不
動
産

所
得
の
申
告
を
す
る
人

　
事
前
に
作
成
し
た「
収
支
内
訳

書
」と「
帳
簿
類
」

▼
今
回
、
初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
を
受

け
る
人

　
「
登
記
事
項
証
明
書
」「
売
買
ま
た

は
請
負
契
約
書
の
コ
ピ
ー
」「
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
証
明
書
」「
増
改
築
の
場

合
は
建
築
確
認
済
証
・
検
査
済
証

の
コ
ピ
ー
ま
た
は
増
改
築
等
工
事

証
明
書
」な
ど

▼
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人

　
「
障
害
者
手
帳
」「
療
育
手
帳
」な

ど
▼
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除

を
受
け
る
人

　
配
偶
者
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

昨
年
に
市
県
民
税
申
告
書
を
提
出

し
た
人
へ
送
付
し
ま
す
。

＊
市
県
民
税
申
告
書
な
ど
は
、
各
庁

舎
税
務
担
当
課
窓
口
と
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

■
提
出
方
法　
記
入
し
た
申
告
書

は
、３
月
15
日（
木
）ま
で
に
税
務

担
当
課
窓
口
に
提
出
す
る
か
、
返

信
用
封
筒（
切
手
不
要
）に
て
郵

送（
当
日
必
着
）し
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
申
告
書
に
つ
い
て

今回の主な改正点

給与所得控除の上限額が引き下げられます。 平成 29 年 1月1日から平成 33 年 12 月31日までの
間に、特定の市販薬（スイッチ OTC 医薬品）を購入した場合
において、健康の保持増進及び予防への一定の取組みを行
なっているとき、所得控除を受けることができる制度が新た
に創設されました。

○
青
色
申
告
者
、
土
地
・
建
物
・
株

式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人
や

損
失
申
告
が
必
要
な
人
は
、
上
田

税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ほ
か
の
市
町
村
に
申
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
は
、
市
の
相
談
会

場
で
は
申
告
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
の
相
談
会
場
で

　
所
得
税
申
告
が
で
き
な
い
人

区分 平成29年度
（平成28年分）

平成30年度以降
（平成29年分以降）

上限額が
適用される
給与収入

1,200万円 1,000万円

給与所得
控除の上限 230万円 220万円

◎セルフメディケーション税制の創設◎給与所得控除の見直し

◎医療費控除・セルフメディケーション税制の

申告時における「明細書」の添付義務化
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■
募
集
人
員　
い
ず
れ
も
若
干
名

■
応
募
条
件　
市
内
在
住
の
人

（
駅
業
務
員
は
市
外
在
住
可
）

■
勤
務
先
な
ど　
表
２
の
と
お
り

■
任
用
期
間
・
勤
務
時
間　
４
月

１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分（
原
則
）

＊
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に

希
望
す
る
所
属
、
職
種
を
記
入

の
う
え
、２
月
15
日（
木
）ま
で
に

各
所
属
課
に
持
参
す
る
か
、
郵

送（
当
日
必
着
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
２
月
下
旬
～
３
月

上
旬

＊
詳
細
は
各
自
に
通
知
し
ま
す
。

平
成
30
年
度 

非
常
勤
職
員
を
募
集

所属・
問い合わせ先

勤務先 職　種 資格など 賃　金
勤務日数

／月
備　考

総務課
（更埴庁舎）
内線5214

市民ギャラリ
ー（屋代駅内）事務補佐員 パソコンができる人 日額 6,360円 11日以内 土日・祝日勤務あり

市民窓口課
（上山田庁舎）

内線7111
同左 事務補佐員 普通自動車免許

パソコンができる人 日額 6,360円 15日
以内

市民課
（更埴庁舎）
内線5431

同左 事務補佐員 パソコンができる人 日額 6,360円 15日
以内

窓口業務、パソコン操作業務
あり。3月から勤務開始の可
能性あり

生活安全課
（更埴庁舎）
内線5531

しなの鉄道
千曲駅または
屋代高校前駅

駅業務員 駅業務の経験者 月額　　　　
17万5,000円 20日

勤務時間6:50～20:50（実
働8時間、交替勤務、休日出
勤あり）市外在住者可

高齢福祉課
（戸倉庁舎）
内線6239

同左 事務補佐員 パソコンができる人 日額 6,360円 13日 窓口業務、パソコン操作業務
あり

保健センター
健康づくり係
（更埴庁舎）
内線5509

同左 管理栄養士
管理栄養士
普通自動車免許
パソコンができる人

月額　　　　
17万5,300円

一般職員
に準じる

特定健康診査、特定保健指導
など

同左 事務補佐員
普通自動車免許、パソ
コン（エクセル、アク
セスなど）ができる人

日額 6,360円 12日程度 健診データ処理などの業務

保健センター
母子保健係

（更埴庁舎）
内線5506

同左 事務補佐員 普通自動車免許
パソコンができる人 日額 6,360円 12日 母子保健事業（乳幼児健診な

ど）に合わせた勤務

表２ 募集勤務先・勤務条件など

←12ページに続きます。

表１ 郵送先住所

郵送先 住　所

更埴庁舎 〒387－8511 
大字杭瀬下84番地

戸倉庁舎 〒389－0892 
大字戸倉2388番地

上山田庁舎
〒389－0897 
上山田温泉四丁目15
番地1

第１学校
給食センター

〒387－0021 
大字稲荷山1240番地

第２学校
給食センター

〒389－0813 
大字若宮640番地

文化課
（更埴文化会館）

〒387－0011 
杭瀬下一丁目64番地

稲荷山公民館
〒387－0021 
大字稲荷山2131番地
2

埴生公民館 〒387－0012 
大字桜堂570番地

更埴図書館 〒387－0011 
杭瀬下一丁目64番地

歴史文化財
センター

〒387－0012 
大字桜堂268番地1

スポーツ振興課
（戸倉体育館内）

〒389－0806 
大字磯部1406番地1

所属・
問い合わせ先

勤務先 職　種 資格など 賃　金
勤務日数

／月
備　考

健康推進課
（戸倉庁舎）
内線6257

同左 事務補佐員
普通自動車免許
パソコンができる人
予防接種法に精通し
ている人

日額 6,360円 12日 予防接種全般にわたる事務
医療機関・学校対応あり

こども未来課
（戸倉庁舎）
内線6273

同左 家庭相談員

児童福祉司、保健師、
助産師、看護師、保育
士、教員などの資格
を有し、普通自動車
免許があり、パソコ
ンができる人

月額　　　　
17万5,300円

一般職員
に準じる 勤務時間外の緊急対応あり

こども未来課
（戸倉庁舎）
内線6217

更埴または上
山田子育て支
援センター

子育て支援
相談員

保育士資格または幼
稚園教諭免許、普通
自動車免許

日額 7,300円 20日
以内 土日・祝日勤務あり

上山田児童ク
ラブ（上山田小

学校内）
児童クラブ

指導員
保育士、教員などの
資格を有する人が望
ましい

時給840円 要相談
勤務時間　平日14：00～
19：00、土曜・休校日・長
期休業期間8：00～19：00

保育課
（戸倉庁舎）
内線6234

市内保育園
嘱託保育士 保育士資格 月額　　　　

18万7,000円
一般職員
に準じる 勤務時間8：30～17：15

給食補佐員 － 時給860円 15日～
20日 勤務時間8：30～16：30

農林課
（戸倉庁舎）
内線6361

同左 事務補佐員 普通自動車免許
パソコンができる人 日額 6,360円 12日～

13日
現場での受付事務あり
測量業務、不動産登記など経
験者を希望

都市計画課
（更埴庁舎）
内線5623

同左
公園などの
維持管理作

業員
普通自動車免許 日額 6,420円 17日

以内

教育総務課
（戸倉庁舎）
内線6314

同左
学校情報
教育技術
支援員

情報系システムの実
務経験者（システム
エンジニア）

月額　　　　
17万5,300円

一般職員
に準じる

市内
小・中学校

学校事務
補佐員 パソコンができる人 時給 820円

年間
1,400時
間程度

図書館司書 司書または司書教諭 時給 840円
年間

1,600時
間程度

特別支援
教育支援員

教諭、保育士、ホーム
ヘルパー、看護師の
いずれか

時給 840円
年間

800時間
程度

外国語
指導助手
( ＡＬＴ）

大学卒業以上 月額 28万円 一般職員
に準じる

英語を母語、または公用語と
する国の出身者

第１学校給食
センター

℡026-272-
2114

同左
臨時調理員 － 時給 860円 18日 1日 6時間

代替調理員 － 時給 860円 必要とな
る日 1日 2～6時間

第２学校給食
センター

℡026-275-
0365

同左
臨時調理員 － 時給 860円 18日 1日 4～6時間

代替調理員 － 時給 860円 必要とな
る日 1日 2～6時間

生涯学習課
（戸倉庁舎）
内線6341

原体験の森
宿泊研修施設

（大池自然の家）
社会教育
指導員

普通自動車免許
パソコンができる人

月額　　　　
17万100円

一般職員
に準じる

施設管理、利用者受付、事業
の企画運営
雇用期間4月～11月、土日・
祝日勤務あり、宿直あり

■
郵
送
先　
表
１
の
と
お
り
。
郵

送
先
に
は
、
番
地
に
続
い
て
勤

務
希
望
先
の
所
属
課
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

＊「
勤
務
日
数
／
月
」は
１
か
月
あ

た
り
の
平
均
勤
務
日
数
で
す
。

＊
国
へ
の
障
害
者
雇
用
状
況
報
告

の
た
め
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

＊
複
数
の
部
署
に
同
時
に
応
募
す

る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署

に
履
歴
書
を
提
出
し
、
履
歴
書

に
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
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所属・
問い合わせ先

勤務先 職　種 資格など 賃　金
勤務日数

／月
備　考

稲荷山公民館
℡026-272-

1009
同左 事務補佐員 普通自動車免許

パソコンができる人 日額 6,360円 14日 イベント開催時などは休日勤
務あり（年間20日程度）

埴生公民館
℡026-272-

0055
同左 事務補佐員 普通自動車免許

パソコンができる人 日額 6,360円 14日 イベント開催時などは休日勤
務あり（年間20日程度）

更埴図書館
℡026-273-

2989
市立図書館

司書
司書資格
普通自動車免許
パソコンができる人

日額 6,740円 17日 土、日曜日・祝日勤務あり
早番（8：30～17：15）・
遅番（9：15～18：00）あり

司書補助 普通自動車免許
パソコンができる人 日額 6,360円 15日

文化課
（更埴文化会
館内）℡026-
273-1880

市内文化施設 事務補佐員 普通自動車免許
パソコンができる人 日額 6,360円 15日

施設管理事務、窓口事務、パ
ソコン操作事務
土、日曜日・祝日勤務あり

歴史文化財
センター

℡026-261-
3210

同左 専門員
普通自動車免許
古文書が読め、パソコ
ンができる人

日額 6,740円 15日 古文書などの解読および整理
作業

同左 事務補佐員 普通自動車免許
パソコンができる人 日額 6,360円 15日 文化財資料の整理

森将軍塚
古墳館 事務補佐員 普通自動車免許

パソコンができる人 日額 6,360円 14日～
16日

受付事務など
土、日曜日、祝日勤務あり

スポーツ
振興課

℡026-276-
1731

大田原マレッ
トパーク 事務補佐員 － 日額 6,360円 15日

雇用期間は4月中旬から11
月末
交代勤務・土、日曜日・祝日
勤務あり

千
曲
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
の
変
更
案
の
縦
覧

千
曲
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
の
変

更
に
つ
い
て
、
変
更
案
を
作
成
し
た

の
で
縦
覧
を
行
な
い
ま
す
。

変
更
案
に
対
し
て
意
見
が
あ
る
場

合
は
、
縦
覧
期
間
満
了
日
ま
で
に
意

見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
2
月
20
日（
火
）～
3
月
6

日（
火
）　
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分

＊
土
、日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

■
意
見
書
の
提
出

　
更
埴
庁
舎
都
市
計
画
課
に
あ
る
意

見
書
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
3
月

6
日（
火
）ま
で
に
更
埴
庁
舎
都
市

計
画
課
に
提
出
す
る
か
、郵
送（
当

日
必
着
）し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
を
紹
介

平
成
29
年
12
月
1
日
付
で
瀬
在
義

雄
さ
ん（
戸
倉
内
川
東
部
・
南
部
地
区

担
当
）が
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

身
近
な
地
域
で
の
生
活
上
の
問
題
、

家
族
の
問
題
、
身
体
障
が
い
者
福
祉
、

高
齢
者
福
祉
や
児
童
福
祉
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
相
談
に
応
じ
、
助
言
や
調
整

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
勤
務
場
所　
千
曲
坂
城
消
防
本
部

ま
た
は
更
埴
消
防
署

■
募
集
要
件　
市
内
ま
た
は
坂
城
町

の
在
住
者
で
、
普
通
自
動
車
免
許

を
保
持
し
、パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
任
用
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
31

年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
賃
金　
月
額
15
万
１
８
０
０
円

■
勤
務
日
数　
一
般
職
員
に
準
じ
る

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、２
月
１
日（
木
）か
ら

３
月
２
日（
金
）ま
で
に
千
曲
坂

城
消
防
本
部
総
務
課
に
持
参
す
る

か
郵
送（
当
日
必
着
）し
て
く
だ

さ
い
。

非
常
勤
職
員
（
千
曲
坂
城
消
防
組
合
・
事
務
補
佐
員
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
勤
務
場
所　

　
市
内
児
童
セ
ン
タ
ー
、児
童
館

■
職
種
・
賃
金
な
ど　

　
下
表
の
と
お
り

■
資
格
な
ど

　
幼
稚
園
・
小
中
高
校
教
諭
免
許
ま

た
は
、
保
育
士
資
格
を
有
し
、
普

通
自
動
車
免
許
が
あ
る
人

■
任
用
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
31

年
３
月
31
日

■
応
募
方
法　

　
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
の
う
え
、

２
月
15
日（
木
）ま
で
に
千
曲
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
持
参
す
る
か

郵
送（
当
日
必
着
）し
て
く
だ
さ

い
。

■
面
接
試
験　
２
月
下
旬

＊
詳
細
は
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
市
社
会
福
祉
協
議
会（
〒

３
８
９

－

０
８
２
１ 

千
曲
市
上

山
田
温
泉
四
丁
目
５
番
地
１
、
℡

０
２
６

－

２
７
６

－

２
６
８
７
）

非
常
勤
職
員
（
市
内
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
・

厚
生
員
）
を
募
集

職　種 賃　金 勤務日数／月 勤務時間

①主任厚生員 
（嘱託職員）

月額 
14万9,800円

期末手当2か月あり
20日程度

（週40時間程度）
月～金曜日9:45～18:45（19:15）
土曜日・長期休業期間中7:45～13:45、
12:45～18:45（19:15）の2交替制勤務

②厚生員
（臨時職員） 時給 910円 20日程度

（週30時間程度）
月～金曜日12:45～18:45（19:15）
土曜日・長期休業期間中7:45～13:45、
12:45～18:45（19:15）の2交替制勤務

③厚生員
（パート職員） 時給 910円 20日程度

（週20時間以内）職種①の勤務時間のうち、3～4時間

④登録厚生員 時給 910円 必要が生じた場合
に登録者へ依頼 職種①の勤務時間のうち、2～3時間

■
面
接
試
験　
３
月
４
日（
日
）
午

前
９
時
か
ら
千
曲
坂
城
消
防
本
部

２
階
会
議
室
で
行
な
い
ま
す
。

＊
詳
細
は
各
自
に
連
絡
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
・
総
務
課

（
〒
３
８
９

－

０
８
０
６ 

千
曲

市
大
字
磯
部
１
２
２
１
番
地
、
℡

０
２
６

－

２
７
５

－

2
1
2
2
）

な
ど
を
行
な
い
ま
す
。任
期
は
平
成

31
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
内
線
６
２
１
２
）

＊
意
見
書
を
提
出
で
き
る
人
は
、
計

画
の
変
更
に
関
係
す
る
地
域
住
民

や
利
害
関
係
者
で
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁

舎
・
都
市
計
画
課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１　
千
曲
市
大
字
杭
瀬
下

84
番
地
、内
線
５
６
２
２
）

▲岡田市長に受賞の報告をした近藤美枝
子さん（左から２番目）、望月恵子さん

（右から２番目）と小林鈴江さん（右）

「
地
域
発
元
気
づ
く
り
大
賞
」

に
森
地
区
の
工
房
ア
プ
リ
コ

平
成
28
年
度
に
県
の
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し

て
実
施
し
た
事
業
の
中
で
、
特

に
優
れ
た
事
業
に
贈
ら
れ
る

「
地
域
発 

元
気
づ
く
り
大
賞
」

に「
工
房
ア
プ
リ
コ
」を
含
む

県
内
の
３
事
業
が
選
ば
れ
ま
し

た
。工

房
ア
プ
リ
コ
は
、
森
地
区

の
主
婦
た
ち
７
人
で
活
動
し
て

お
り
、
森
の
あ
ん
ず
な
ど
の
加

工
品
開
発
と
販
売
を
通
じ
た

「
あ
ん
ず
の
里
」振
興
事
業
を

行
な
い
ま
し
た
。

表　職種・賃金など
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第  回10

は
じ
め
ま
し
て
！ 

姨
捨
の
棚

田
の
保
全
・
振
興
な
ど
を
担
当
す

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て

昨
年
８
月
に
着
任
し
た
服
部
慶
子

で
す
。
着
任
前
は
週
末
の
趣
味
と

し
て
稲
作
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で

す
が「
も
っ
と
農
業
に
関
わ
り
た

い
！
」と
思
い
、
千
曲
市
に
来
ま

し
た
。

着
任
後
は
、
棚
田「
貸
し
ま
す

制
度
」の
保
全
団
体
と
一
緒
に
農

作
業
を
し
た
り
、
棚
田
米
や「
貸

し
ま
す
制
度
」の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
参

加
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
初
め
て
の
人
で
も
気
軽

に
稲
作
体
験
で
き
る
棚
田
の
オ
ー

ナ
ー
制
度
で
す
。
粘
土
質
の
土
と

湧
き
水
で
作
る
お
米
は
格
別
！

千
曲
市
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に

田
ん
ぼ
、
野
菜
や
果
物
の
畑
が
あ

り
、
四
季
を
感
じ
な
が
ら
豊
か
な

生
活
が
で
き
ま
す
。
新
鮮
な
野
菜

や
果
物
が
身
近
で
手
に
入
り
ま

す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を

守
り
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
で
き
る
よ
う
、
農
の
楽
し
さ
、

農
と
食
の
大
切
さ
を
、
よ
り
多
く

の
人
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま

す
。来

年
度
の「
貸
し
ま
す
制
度
」

の
募
集
も
始
ま
り
ま
し
た
。
一
緒

に
米
作
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

▲体験学習の稲刈り終了！
　みんな生き生きしていました

▲着任前ですが、田植えに参加
しました

合
や
既
に
空
き
家
に
し
て
い
る
場

合
は
、
次
の
点
に
十
分
配
慮
し
、
活

用
に
向
け
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
近
所
の
人
や
区
・
自
治
会
の
役

員
に
連
絡
先
を
伝
え
て
お
く

②
郵
便
局
に
転
送
依
頼
を
す
る

③
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
ポ
リ
タ
ン
ク

に
貯
蔵
し
て
い
る
灯
油
は
、
す
べ

て
処
分
す
る

④
庭
木
や
雑
草
の
手
入
れ
を
こ
ま

め
に
行
な
う

⑤
水
道
の
水
抜
き
を
行
な
う

⑥
住
居
の
補
修
や
換
気
を
行
な
う

⑦
厳
重
に
戸
締
り
す
る

今
は
空
き
家
に
な
っ
て
い
て
も
、

将
来
居
住
す
る
予
定
が
あ
れ
ば
、

空
き
家
の
管
理
を
請
け
負
う
業
者

に
当
面
の
管
理
を
頼
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。ま
ず
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
を
！

空
き
家
の
不
具
合
は
気
づ
き
に
く
い

空
き
家
に
何
か
不
具
合
が
あ
っ

た
場
合
、
迷
惑
を
被
る
の
は
隣
接

す
る
住
民
で
す
。庭
木
の
枝
が
伸

び
て
道
路
の
見
通
し
が
悪
く
な
っ

た
り
、
ガ
ラ
ス
窓
や
瓦
が
道
路
や

隣
地
に
落
ち
た
り
、大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
た
り
し
て
も
、
離
れ
て

い
る
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。こ
ん
な
状
態
の
空
き
家
が
近
所

に
あ
る
と
想
像
し
た
だ
け
で
、夜
も

眠
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

持
ち
家
を
空
き
家
の
ま
ま
で
放

置
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
長
い
間
お

世
話
に
な
っ
た
近
所
の
人
に
、
こ
の

よ
う
な
迷
惑
を
押
し
つ
け
て
知
ら

ん
顔
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
ず
は
近
所
に
連
絡
先
を
伝
え
て

ど
う
し
て
も
空
き
家
に
す
る
場

知っておきたい

空き家のはなし

【シリーズ】

Ｎｏ．５

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
建
設
課（
内
線
５
６
４
５
）

こ
れ
か
ら
空
き
家
に

な
る
家
の
処
置
は
？


